
今年
こ と し

も台
たい

東
とう

区
く

の姉
し

妹
まい

都
と

市
し

である宮
みや

城
ぎ

県
けん

大
おお

崎
さき

市
し

から新
しん

米
まい

をいただけることになりました。 

大
おお

崎
さき

市
し

で大
たい

切
せつ

に育
そだ

てられた、「ささ結（むすび）」という品
ひん

種
しゅ

のお米
こめ

です。 

日
に

本
ほん

人
じん

の主
しゅ

食
しょく

の「米
こめ

」という漢
かん

字
じ

を分
ぶん

解
かい

すると「八
はち

十
じゅう

八
はち

」になります。 

「田
た

おこし→種
たね

まき→苗
なえ

つくり→田
た

植
う

え→草
くさ

取
と

り→稲
いね

かり→脱
だっ

穀
こく

」など八
はち

十
じゅう

八
はち

の手
て

間
ま

を 

かけて作
つく

られたからだと言
い

われています。春
はる

から秋
あき

にかけての半
はん

年
とし

間
かん

、農
のう

家
か

のみなさんが

丹
たん

精
せい

込
こ

めて作
つく

ったお米
こめ

です。11月 24日の給
きゅう

食
しょく

で使
つか

わせていただくので、感
かん

謝
しゃ

の気持
き も

ち

で味
あじ

わっていただきましょう。 

 

わ  しょく      ひ 

        

    令和５年 10月 31日 

                                  台東区立黒門小学校 

                                  校 長 石田 隆 

                                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月
がつ

の行
ぎょう

事
じ

食
しょく

・地
ち

域
いき

の料
りょう

理
り

 

７日（火）旬
しゅん

のりんごを使
つか

ったデザート『焼
や

きりんご』 

８日（水）いい歯
は

の日
ひ

『かむかむサラダ』 

10日（金）山
やま

形
がた

県
けん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

『いも煮
に

』 

山
やま

形
がた

県
けん

では、秋
あき

になると河原
か わ ら

で『いも煮
に

』を作
つく

って食
た

べる風
ふう

習
しゅう

があります。 

今
こん

回
かい

出
だ

すのは、山
やま

形
がた

県
けん

庄
しょう

内
ない

地
ち

方
ほう

のみそ味
あじ

の『いも煮
に

』です。 

17日（金）地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

 東
とう

京
きょう

都
と

産
さん

の大
おお

蔵
くら

大
だい

根
こん

を使
つか

った『ふろふき大
だい

根
こん

』 

24日（金）和
わ

食
しょく

の日
ひ

・大
おお

崎
さき

市
し

の新
しん

米
まい

 

大
おお

崎
さき

市
し

から贈
ぞう

呈
てい

していただく「ささ結（むすび）」 で、和
わ

食
しょく

給
きゅう

食
しょく

にします。 

27日（月）秋
あき

田
た

県
けん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

『きりたんぽ汁
じる

』 

「きりたんぽ」は秋
あき

田
た

県
けん

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

で、ごはんをすりつぶして、串
くし

にちくわのようにつけ

て焼
や

いたものです。鍋
なべ

や汁
しる

物
もの

に入
い

れたり、甘
あま

みそをつけて焼
や

いたりして食
た

べられています。 

秋
あき

が深
ふか

まってきました。校
こう

庭
てい

の木
き

々
ぎ

の葉
は

も色
いろ

づき、朝
あさ

夕
ゆう

の冷
ひ

え込
こ

みも増
ま

してきました。衣
い

服
ふく

の調
ちょう

整
せい

をこまめにして、規
き

則
そく

正
ただ

しい食
しょく

生
せい

活
かつ

で冬
ふゆ

に備
そな

えましょう。そして食
しょく

事
じ

の前
まえ

や外
そと

から

帰
かえ

ったときは、手
て

洗
あら

いを忘
わす

れずに行
おこな

いましょう。朝
あさ

昼
ひる

夕
ゆう

の食
しょく

事
じ

を毎
まい

日
にち

バランスよく、しっか

り食
た

べ、健
けん

康
こう

を守
まも

るために必
ひつ

要
よう

な体
たい

力
りょく

と免
めん

疫
えき

力
りょく

をつけておきましょう。 

１１月
    がつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 「感謝
かんしゃ

して食
た

べよう」 

みなさんは食
しょく

事
じ

のときに心
こころ

を込
こ

めて「いただきます」「ごちそうさま」を言
い

っていますか？

みなさんが食
た

べ物
もの

を食
た

べるまでに、いろいろな人
ひと

がかかわり働
はたら

いています。また、食
た

べるこ

とは、食
た

べ物
もの

となった動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

の命
いのち

をいただくことでもあります。いつも感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを

忘
わす

れないようにしましょう。 


